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◆調査要領 
 

 

１．調査の目的： 山梨県内で最も速報性の高い『街角の景況感』を把握する調査 

として中小企業の明日の経営活動に資する。 

２．調査実施機関： 甲 府 商 工 会 議 所 

３．調査実施時期： 令和５年７月１８日(火)～７月３１日(月) 

４．調 査 対 象： 当所会員１３０事業所 

５．調 査 方 法： ファクシミリによるアンケート方式 

６．有効回答数： ７０件 

７．有効回答率： ５５．８％ 

８．特 記 事 項： 原則、小数点以下第二位で四捨五入 
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◆結果概要 

【6-7 月期の動き】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体業況は▲５．７と３期振りの悪化。 

依然として仕入単価の高騰を懸念する企業は多いが、人

流の活発化を実感する企業も増加。 

向こう３ヶ月の業況は２．９と改善する見通し。 

6-7月期の全業種総合の業況ＤＩは、▲５．７（前期比９．６ポイント減）と、３期振りの悪

化となった。新型コロナ 5 類移行後も、依然として仕入単価ＤＩは▲81．4（前期比 3．0 ポ

イント増）と影響を受けている企業は多いが、人流の活発化を実感する企業も増加しており、向

こう３ヶ月の先行き業況は 2．9と改善する見通し。 

業種別では、建設業、小売業が改善、製造業、卸売業、サービス業が悪化となった。 

製造業の業況ＤＩは 18．8（前期比 6．2ポイント減）と 4期振りの悪化となった。 

○改善⇒売上ＤＩ、採算ＤＩ、仕入単価ＤＩ、従業員ＤＩ   〇横ばい⇒金融貸出しＤＩ    

向こう３ヶ月の業況は、悪化する見通し。 

建設業の業況ＤＩは▲33．3（前期比 9．6ポイント増）と 2期連続の改善となった。 

○改善⇒売上ＤＩ、採算ＤＩ、従業員ＤＩ   〇悪化⇒仕入単価ＤＩ 

〇横ばい⇒金融貸出しＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、改善する見通し。 

卸売業の業況ＤＩは 0．0（前期比 17．6ポイント減）と 4期振りの悪化となった。 

〇改善⇒売上ＤＩ、仕入単価ＤＩ、金融貸出しＤＩ   ○悪化⇒採算ＤＩ、従業員ＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、横ばいの見通し。 

小売業の業況ＤＩは▲25．0（前期比 2．8ポイント増）と２期振りの改善となった。 

〇改善⇒売上ＤＩ、採算ＤＩ、仕入単価ＤＩ   〇悪化⇒従業員ＤＩ 

〇横ばい⇒金融貸出しＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、改善する見通し。 

サービス業の業況ＤＩは 33．3（前期比 41．7ポイント減）と 3期振りの悪化となった。 

○改善⇒採算ＤＩ、従業員ＤＩ   〇悪化⇒売上ＤＩ 

〇横ばい⇒仕入単価ＤＩ、金融貸出しＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、改善する見通し。 
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業況ＤＩの推移 

（2001 年 4・5 月期 ～ 2023 年 6・7 月期） 
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◆全業種・業種別詳細 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指標の見方 

 

 

 

 

 

 

※仕入単価ＤＩは、仕入単価が下落した場合、「➚」（改善）と表示しております。 

従業員ＤＩは、従業員が不足している場合、「➚」（改善）と表示しております。 

 

◆ 全業種総合 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

▲５．７ ２．９ ５．７ ▲１４．３ ▲８１．４ ３４．３ １．４ 

 

６－７月期の全業種総合の業況ＤＩは、▲５．７（前期比９．６ポイント減）と３期振りの悪化となっ

た。 

項目別 

○３期連続改善⇒採算ＤＩ（▲１５．６→▲１４．３） 

○２期連続改善⇒従業員ＤＩ（３１．２→３４．３） 

〇今期より改善⇒仕入単価ＤＩ（▲８４．４→▲８１．４）、金融貸出しＤＩ（０．０→１．４） 

○今期より悪化⇒売上ＤＩ（６．５→５．７） 

向こう３ヶ月の先行き業況は、２．９と改善する見通し。 

  

前回ＤＩに比べて（先行は今回実績値に比べて） 

改善 不変 悪化 

   

ＤＩ値 ＤＩ値 ＤＩ値 

※ ＤＩ値（景況判断指数）について 

 ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況

を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回

答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す

回答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率

を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意

味する。 
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◆ 業種別 

製造業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

１８．８ ０．０ ３１．３ ２５．０ ▲７５．０ １８．８ ０．０ 

 

業況ＤＩは１８．８（前期比６．２ポイント減）と４期振りの悪化となった。 

項目別 

○３期連続改善⇒売上ＤＩ（２５．０→３１．３）、採算ＤＩ（１５．０→２５．０） 

〇今期より改善⇒仕入単価ＤＩ（▲８０．０→▲７５．０）、従業員ＤＩ（１０．０→１８．８） 

○３期連続横ばい⇒金融貸出しＤＩ（0．0→0．0） 

向こう３ヶ月の業況は、０．０と悪化する見通し。 

 

 

 

建設業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

▲３３．３ ０．０ ▲３３．３ ▲４０．０ ▲８６．７ ６０．０ ０．０ 

 

業況ＤＩは▲３３．３（前期比９．６ポイント増）と２期連続の改善となった。 

項目別 

○４期連続改善⇒採算ＤＩ（▲４２．９→▲４０．０） 

○３期連続改善⇒従業員ＤＩ（５７．１→６０．０） 

○２期連続改善⇒売上ＤＩ（▲３５．７→▲３３．３） 

○２期連続悪化⇒仕入単価ＤＩ（▲８５．７→▲８６．７） 

〇今期より横ばい⇒金融貸出しＤＩ（０．０→０．０） 

向こう３ヶ月の業況は、０．０と改善する見通し。 
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卸売業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

０．０ ０．０ １７．６ ▲２９．４ ▲７６．５ ３５．３ ５．９ 

 

業況ＤＩは０．０（前期比１７．６ポイント減）と４期振りの悪化となった。 

項目別 

○２期連続改善⇒売上ＤＩ（１１．８→１７．６） 

〇今期より改善⇒仕入単価ＤＩ（▲８２．４→▲７６．５）、金融貸出しＤＩ（０．０→５．９） 

〇今期より悪化⇒採算ＤＩ（▲１７．６→▲２９．４）、従業員ＤＩ（４１．２→３５．３） 

向こう３ヶ月の業況は、０．０と横ばいの見通し。 

 

 

 

小売業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

   

  

    

▲２５．０ ▲１２．５ ▲６．３ ▲２５．０ ▲８１．３ １８．８ ０．０ 

 

業況ＤＩは、▲２５．０（前期比２．８ポイント増）と 2期振りの改善となった。 

項目別 

〇今期より改善⇒売上ＤＩ（▲１６．７→▲６．３）、採算ＤＩ（▲３３．３→▲２５．０） 

仕入単価ＤＩ（▲８３．３→▲８１．３） 

○今期より悪化⇒従業員ＤＩ（２２．２→１８．８） 

〇５期連続横ばい⇒金融貸出しＤＩ（0．0→0．0） 

向こう３ヶ月の業況は、▲１２．５と改善する見通し。 
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サービス業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

３３．３ ６６．７ ３３．３ １６．７ ▲１００．０ ５０．０ ０．０ 

 

業況ＤＩは３３．３（前期比４１．７ポイント減）と３期振りの悪化となった。 

項目別 

○今期より改善⇒採算ＤＩ（０．０→１６．７）、従業員ＤＩ（３７．５→５０．０） 

○今期より悪化⇒売上ＤＩ（７５．０→３３．３） 

○今期より横ばい⇒仕入単価ＤＩ（▲１００．０→▲１００．０） 

〇２期連続横ばい⇒金融貸出しＤＩ（０．０→０．０） 

向こう３ヶ月の業況は６６．７と改善する見通し。 
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◆ 業種別詳細 

製造業（食品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

製造業（工業製品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

製造業（宝飾） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

建設業（建築） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

建設業（土木） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

建設業（鉄鋼） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 
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卸売業（食品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

 

  

      

 

卸売業（繊維） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

卸売業（その他） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

小売業（大型店） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（食品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（事務用品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 
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小売業（趣味・日用品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（家電） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

サービス（ホテル・旅館） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

サービス業（観光） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 
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➢ 中小企業の声（現状や直面している課題 等） 

【製造業】 

製造業（食品） 

 ・新型コロナ 5類移行による人流の活発化で。ホテル向け食材や土産店向け商材は好調。中元ギフ

トも昨年を上回る結果となり、経済の回復を実感。ただ、仕入れ価格や燃料光熱費の上昇影響は

大きく、値上げ実施後も利益率は改善されなかった。 

 

【卸売業】 

卸売業（食品） 

・消費者動向は新型コロナ 5 類移行によりかなり変化しており、売上高は増加傾向だが、物価高騰

などが原因で仕入単価が上昇しており、厳しい状況が続いている。 

・国内売上は値上げや需要の取り込みにより前年よりも増加。海外売上も円安効果などにより、国

内同様増加傾向。 

卸売業（繊維） 

・小売店や仕入先メーカーの廃業が増えていると感じる。 

卸売業（その他） 

・企業間の業況格差が大きくなっている。 

 

【建設業】 

建設業（建築） 

 ・好転はしたものの、受注環境は依然として厳しい。 

・建設業界にて、手続きの複雑化、厳格化ばかり先行しており、あらゆる部分での待遇改善が行われ

ていない。現状のままでは業界から人がいなくなってしまうと感じる。 

建設業（土木） 

 ・職人不足が深刻化している。 

  

【小売業】 

小売業（食料品） 

 ・菓子業界は猛暑日の連続による需要低下が売上に大きく影響している。 

小売業（趣味・日用品） 

 ・イベントの人流はとても活発だが、平日の人流はまだ大きな変化を感じない。 
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【サービス業】 

サービス業（観光） 

 ・6-7月は天候災害が多く、状況の良いエリアとそうでないエリアが分かれる結果となった。 

 ・売上の昨年度比は増加傾向だが、令和元年と比べると 8割程度とまだまだ回復しきれておらず、

今後の人流活発化に期待したい。 

 

以上 


